
 

第１７回全国カデ・フェンシング選手権大会  実施要項  
 
	
 １．主	
 	
 催	
 	
 日本フェンシング協会	
 	
 茨城県フェンシング協会 
	
 ２．主	
 	
 管	
 	
 茨城県フェンシング協会 
	
 ３．後	
 	
 援	
 	
 茨城県・茨城県教育委員会・公益財団法人茨城県体育協会 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 茨城県高等学校体育連盟・水戸市・水戸市教育委員会 
	
 ４．期	
 	
 日	
 	
 ２０１３年１１月４日（月） 

最終コール	
 	
 ９：００（昨年より３０分早くなっています） 
開閉会式は実施しない。最終コール後、可及的速やかに試合を開始する 

５．会	
 	
 場	
 	
 茨城県東町運動公園体育館（〒310-0034 水戸市緑町 2-3-10 電話 029-221-0737） 
６．競技種目	
 	
 男子・女子	
 フルーレ個人戦 
	
 ７．競技方法	
 	
 予選	
 一回戦プール方式	
 以降、エルミナシオン・ディレクト方式 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （ 敗者復活なし、３位決定戦は実施しない） 
	
 ８．参加資格	
 	
 １９９７年１月１日生まれ～２０００年１２月３１日生まれの者で、２０１３年

度日本フェンシング協会登録済みの者  
	
 ９．参 加 料	
 	
 ５０００円（傷害保険料を含む） 
１０．参加申込	
 	
 １０月１８日（金）までに参加料を下記銀行口座に振り込むとともに、別紙申込書

に必要事項を記入の上、電子メールで下記宛申し込むこと（必着）。なお、申込書の

電子ファイルは、日本フェンシング協会 HP もしくは下記のアドレスに連絡すること
によって入手可能 
（１）帯同審判員 

次年度は帯同審判員制の導入を検討する。 
帯同審判員制の詳細については、日本フェンシング協会で検討しガイドライン

を構築する。 
（２）参加料振込先銀行口座 

常陽銀行本店	
 普通預金	
 店番 004	
 口座番号 3602782 
全国カデ・フェンシング選手権大会	
 代表	
 永野	
 武晨（ナガノ	
 タケアキ） 

（３）参加申込書送信先 

電子メール：ibaraki_fencing_association@yahoo.co.jp  

問合せ住所電話番号：〒310-0035	
 水戸市東原 2-1-13 
全国カデ・フェンシング選手権大会事務局 
小松﨑 基  090-8044-6805 

（４）参加受入人数：各１４０名程度（海外からの参加者は総勢５名以内とする） 
 

             	
  
１１．表    彰 	
  優勝者に優勝杯・賞状、２、３位に賞状を贈る。 

なお、2014 年世界ジュニア・カデ・フェンシング選手権大会最終選考会（2014 年ＪＯＣ

カップ・フェンシング大会）への推薦者数は、2012 年 5 月 3 日付育成普及・事業委員会

通達（16 位以内）に従います。また、2013 年 7 月 13 日付 2014 年世界カデ選手権大会男

子フルーレカデ日本代表選考方法に従ってポイントが付与されます。	
 

１２．宿	
 	
 泊	
 	
 宿泊は各自手配すること。 
１３．そ の 他	
 	
 ①予備の試合用具を必ず用意するとともに、危険防止の上から充分整備をしておくこと 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ②参加申し込みチームには、選手名のチェックを兼ねて予め参加選手名簿を電子メール



 

で送るので確認すること 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  



 

 
試	
 合	
 規	
 則 

 
以下を除き FIE 試合規則に準ずる 

 

（１） 試合方法 

 

①� プール方式（１回戦） 
３分間（実動）	
 ５本勝負 
プール戦の組み合わせにあたっては、同所属について可能な限り均等性の原則を考慮する 
エルミ戦進出順位は次の通りとし、通過者数は当日の試合前に発表する（参加者の７０～８０％が

予選通過） 
 
a) 勝率、b) 指数（ＴＤ－ＴＲ）、c) 突数（ＴＤ）、なお、エルミ進出分岐点で a)～c)が同数の場合、
当該選手は全員エルミ進出とする 
 

②� エルミナシオン・ディレクト方式（２回戦） 
準々決勝までは６分間（実動）１０本勝負、準決勝、決勝は９分間（実動）１５本勝負 
 
 

（２） 武器検査 

 

・ 武器・用具の事前検査はマスクのみ行い、その他は主審がピスト上で行う。ピスト上で不備が発見された場

合は、罰則規定を適用する。 

・ ユニフォーム・プロテクター・マスクに関しては 2010 年 6 月 13 日「競技における事故防止・安全管理につい

て（通達）に指定する内容に基づく。 

  ①ユニフォーム上下は 350N の耐性（350N と表示されたもの）があるもの 

  ②半袖付きプロテクーは F.I.E 公認マーク付き 800N の耐性があるもの 

  ③マスクは F.I.E 公認マーク付き 1600N の耐性があるもの 

・ フルーレマスクは、電導ビブ付きを使用する。 

・ ユニフォームやグローブの破れやほころび及び穴が空いている場合は、使用不可とする。マスクの内側の

薄く摩耗しているものは使用不可。 


